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市立病院全景

尊門スタッフによる病歴検討会 病歴管理室

1年目を迎える
“'喝同'-唱・-岡...................・ 字企今 ‘--- ~也、一 一一一一ー

病歴管理室

市立病院

病歴診療録

市読の鍵議記録を
市民の医療センター市立病院は、市民の健康を守

り健康管理のよき相談相手として、医師を中心に内

容の充実をはかり、市民が明るい健康な生活を送ら

れるよう、いつも努力しています。

病歴管理室も皆さんのご協力によって誕生からの

一生の健康記録を永久に保存し、医療に役だてる病

歴管理室がスタートして1年になりました。

地域に密着した市民の健康管理を積極的に押しす

すめている市立病院にとっても市民にとっても大き

な財産となっています。

病歴データをもとにして専門医師のスタッフは、

患者さんの社会復帰を一日でも早めるための討議を

日夜行い、 治療にあたっています。

今後、治療・診断・予防など市民の健農とともに

歩む市立病院病歴管理室は、各専門分野から注目を

あびています。
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市
民
交
通
傷
害
保
険

五
十
年
度
の
市
民
交
通
傷
害
保

険
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
本
年

度
か
ら
掛
金
は
四
百
八
十
円
か
ら

三
百
六
十
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

一
方
支
払
金
額
は
、
昨
年
十
一
月

か
ら
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

万

一
の
交
通
事
故
に
備
え

家
族
ぐ
る
み
で
ご
加
入
下
さ
い
。

各
出
張
所
、
ま
た
は
市
社
会
課

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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*市政 33周年記念*
**  *I~1:幸子********署長****

功労者などの表彰

一一月

十
日
市

政
三
十

三
周
年

記
念
式

典
が
午

前
十
時

か
ら
市

役
所
第

一
会
議

室
で
行

市政だより(2) 

~ 
Jι 

付

中

申
込
書
用
紙
は
町
内
会
を
通
じ

て
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

①
加
入
で
き
る
人

大
村
市
に
住
所
の
あ
る
人
及
び

大
村
市
内
に
通
勤
・

通
学
し
て
い

る
人
は
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
た
だ
し
一
人
一
口
に
限
り
ま

す。@
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合

日
本
国
内
に
お
い
て
車
両
(
自

わ
れ
、
市
政
に
功
労
の
あ
っ
た
次

の
人
々
と
永
年
勤
続
な
ど
職
員
の

表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

-mH
市
政
功
労
者

小
佐
々
恵
明
殿
(
保
護
司
会
長
)

m
E
ヘ
市
有
林
監
視
J

開

惣
次
郎

F
{人
)

大
塚
林
太
郎
殿
(
消
防
団

長
)

山
口

義

雄

殿

(農

業

委

員
)

山
田

政
喜
殿
(農

業

委

員

)

大

村

芳

子

殿
(
親
会
福
祉
事
)

豊
竹

一
郎
殿
(学

校

施

設
)

図

耳

と

言

葉

の

日

相

談

動
車
・
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
・
自
転

車
・
荷
車
・
電
車
・

汽
車
な
ど
)

に
乗
っ
て
い
て
衝
突
し
た
り
、
墜

落、

転
倒
し
た
り
し
た
事
故
、
ま

た
歩
い
て
こ
れ
ら
の
車
両
に
は
ね

ら
れ
た
り
し
た
事
故
の
と
き
で
す

た
だ
し
、
航
空
機

・
船
舶
な
ど

に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

③
掛
け
金

一
人
三
百
六
十
円
(
一
年
分
)

で
五
月
以
降
の
中
途
申
し
込
み
は

月
割
三
十
円
で
す
。

詳
し
く
は
市
社
会
課

へ
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一票も

選挙人名簿移替え

よごすまい

水も空気も

福
井

義
美
殿
(
市
議
会
七
期
)

小
川
大
基
殿
(
市
議
会
六
期
)

永
尾
五
平
殿
〈
市
議
会
六
期
)

入

江

政

吉
殿
(
市
議
会
六
期
)

井
石
ト
キ
殿
(
市
議
会
六
期
)

松

尾

実

殿

(

市
議
会
五
期
)

大
川
内
甚

一
殿
(
市
議
会
四
期
)

福
治
殿
(
監

控

室

酬
力
)

卓

一
殿
(
市
議
会
三
期
)

一
夫
殿
(市
議
会
三
期
)

森竹川
尾崎

二

月

十

五

日

(
土
)
午
後

四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
統

一

地
方
選
挙
の
選
挙
人
名
簿
の
住
所

は
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
市
内
転

居
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
住
所
の

移
替
え
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
二
月
二
十
五
日
ま

で
に
市
内
転
居
さ
れ
た
人
は
現
住

所
の
属
す
る
投
票
所
で
投
票
で
き

ま
す
。
二
月
二
十
六
日
以
後
に
転
居
さ

れ
た
人
は
旧
住
所
の
属
す
る
投
票

区
の
投
票
所
で
投
票
を
行
う
乙
と

投
票
所
の
一
部
変
更

乙
ん
ど
の
統

一
地
方
選
挙
(
四
月
)
か
ら
投
票
所
が
一
部

変
り
ま
す
。

ν

一

一

町

名

一

文一

一
新
し
い
投
票
所
名

一

回

一

E
一

一

(町
務
連
絡
員
管
轄
区
域
町
内
)

一

一地

一

訂
む
心
配
副
配
副
引
一

…

北

一
第
五
投
票
区

一
岩
舟
住
宅
、
日
向
平
、
小
姓
小
路

一

~

頃

一
大

村

小

学

校
一

片
町
第
一
、
片
町
第
二
、
草
場
、

一

一

耐

一

一
池
の
坊
、
須
田
の
木
、

警
察
寮

L

V

票

一
第
二
十
三
投
票
区

一
東
浦
、
前
舟
津
、
外
浦
小
路
、

一

ぉ

一
市

民

体

育

館

一
下
久
原

一

に
な
り
ま
す
。

入
場
券
が
各
家
庭
へ
配
布
さ
れ

ま
し
た
と
き
は
、

必
ず
入
場
券
の

投
票
所
名
を
確
認
し
て
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

，，
.z
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z
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u
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・z
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0

0

0

0

0

0

 

無
事
故
で
明
る

毎
日
の
よ
う
に
痛
ま
し
い
交
通

事
故
が
起

っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
お
年
寄
り
の
事
故
が

目
立
っ
て
多
く
、
こ
れ
か
ら
先
、

老
人
の
外
出
す
る
機
会
が
ふ
え
る

時

l
四

時

。

。

。

。

い
社
会
を

老
人
、
幼
児
を
守
ろ
う

春
暖
の
時
期
を
控
え、

多
発
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

若
い
人
に
比
べ
、
体
力
も
判
断

力
も
鈍
り
交
通
ル

l
ル
も
よ
く
知

ら
な
い
お
年
寄
り
ゃ
幼
児
を
交
通

福

祉

セ

/ 

タ

事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
市
民
一

人
一
人
が
注
意
し
あ
っ
て
住
み
よ

い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

。
お
年
寄
り
ゃ
歩
行
者
は
、
夜
間

外
出
を
控
え
、
昼
間
も
交
通
ル

ー
ル
を
守
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ

'
n
J
 

。
運
転
者
の
皆
さ
ん
は
、
健
康
管

理
に
心
が
け
、
飲
酒
運
転
、
過

労
運
転
、
無
理
な
追
越
し
な
ど

無
謀
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
で

余
裕
の
あ
る
運
転
を
し
て
下
さ

。
家
庭
で
は
、

家
族
そ
ろ
っ
て
交

通
安
全
に
つ
い
て
話
合
い
を
し

た
り
、
具
体
的
な
指
導
を
行
っ

て
下
さ
い
。
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固

よ

ー守

、ー

す

海
に
学
び
、

ま

い

水

海
に
き
た
え
る

.声」

、母

洋

少
新

海
洋
少
年
団
は
、
少
年
少
女
が

海
洋
に
親
し
み
、
科
学
的
知
識
と

技
術
の
修
得
、
団
体
訓
練
の
規
律

あ
る
生
活
、
さ
ら
に
た
く
ま
し
さ

と
よ
い
習
慣
を
身
に
つ
け
る
健
全

な
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

大
村
海
洋
少
年
団
(
松
本
晃
団

長

団

員

十
七
人
)
は
二
月
二
十

二
日
寒
風
は
だ
を
さ
す
穴
村
湾
上

年団

団
員

募

集

元気いっぽい漕艇訓練する団員たち

※
三
月
十
六
日
中

地
区
公
民
館
で
面

接
を
行
い
ま
す
。

父
兄
同
伴
で
出

席
じ
て
下
さ
い
。

も

......... 
主

え=ー
ヌ1

も
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今 (ミ川子田口立田 太雄 と 及優
里水ヤ内()正福中郎( しび良
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， 

冨吉
フTて

も

。
優
良
保
険
税
納
税
組
合

中
島
寿
子
(
中
郷
)
福
田
タ
カ
子

(
硯
出
石
)
山
固
定
子

(岩
松
)

馬
場
ア
サ
エ
(
中
里
下
)
椎
葉
昇

〈
中
岳
)
千
原
茂
(
南
川
内
)
田

中
肇
(
小
路
口
)
久
保
井
学
(
黒

丸
)
赤
田

茂
(
野
田
)
森
定
雄

(
草
場
)
今
村
久

子

(
久
津
)
福

島
房

一
(
武
留
路
)
山
田
小
太
郎

(東
浦
)
指
方
誠

(上
久
原
)
岸

伴
子

(水
主
町
)
今
川
作
一

(新

城
)
山
田
政
喜
(
上
諏
訪
)
糸
屋

泰
子
(
乾
馬
場
)
永
野
乙
と
よ

(辻
田
)
富
浦
千
津
代
(
昭
和
通
)

。
国
民
年
金
保
険
料
優
良
納
入
組

ム白

浜
口

昭
子

(舟
津
)
久
松

晴

子

(
日
泊
)
田
崎
京
子

(山
境
)
岸

キ
ク
ヨ
(
連
蔵
寺
)
川
本
ミ
チ
コ

(
岩
松
)
児
玉
カ
ズ
エ
(
平
)
酒

井
千
代
子
(
内
倉
)
鈴
田
綾
子

(
釜
川
内
)
入
口
ミ
チ
エ
(
原
)

宮
崎

イ
ク
エ
(
吉
丸
)
椎
葉
昇

(中
岳
)
久
保
敏
視

(
北
川
内
)

雪
山
治
(
今
富
)
赤
田
茂
(
野
田
〉

川
津
進
(
弥
鞘
寺
)
森
定
雄
(
草

場
)
水
口
正
人
(
東
光
寺
)
野
口

章

(野
田
)
堀
尾
シ
ゲ
コ
(
武

留
路
)
福
井
澄
子
(
黒
丸
)
山
口

ト
ミ
子
(大
川
田
)
田
中
松
次
(竹

松
)
菊
川
す
ヲ
(
宮
小
路
中
)
坂

口
初
音

(
九
電
社
宅
}
牛
島
静
夫

(
下
諏
訪
)
岸
川
喜
代

一

(
秘
並

一
)
中
島
次
郎

(水
田
ニ
区
)
松

井
良
子

(
下
杭
出
津
)
川
添
久
美

子
(
辻
回
)
富
浦
千
津
代

(
昭
和

通
)
今
里
好
夫
(
古
賀
島
)
今
川
作

一
(
新
城
)
東
房
子
(
下
久
原
)

西
村
旺
盛

(
本
小
路
)
藤
戸
ハ
ル

(
片
町
一
)
今
村
サ
ダ
(
下
波
止
)

岸
伴
子
(
水
主
町
)
武
下
栄
子
(桜

ヵ
E
)
田
村
千

代
子

(水
田

一

区
)
福
田
志
津
子
(
赤
佐
古
)

軽

自

動

車

の

車

検

お

す

現
在
使
用
中
の
軽
自
動
車
は
道

路
運
送
車
両
法
の
定
め
に
よ
り
車

検
を
受
け
、
自
動
車
検
査
証
の
交

付
を
受
け
な
け
れ
ば
運
行
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

も
し
昭
和
四
十
七
年
四
月
三
十

日
以
前
に
取
得
し
た
軽
自
動
車
の

車
検
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

今

す
ぐ
車
検
を
受
け
て
下
さ
い
。

そ
れ
以
後
に
取
得
さ
れ
た
人
は

次
の
表
の
指
定
日
(
検
査
期
限
)

ま
で
に
必
ず
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

な
お
、
現
在
使
用
し

て
い
な
い
車
で
廃
車
の

手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
と
、
課
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
早
自
に

次
の
と
こ
ろ
で
手
続
き

を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。

長
崎
県
軽
自
動
車
協

会長
崎
市
平
間
町
四
O

三
l
一ニ

み

で

す

か

?

で
力
い
っ
ぱ
い
漕
艇
訓
練
を
し
ま

し
た
。団
員
は
毎
週
土
曜
日
の
午
後
、

手
旗
信
号
や
結
索
、
基
本
訓
練
そ

の
他
野
外
活
動
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
し
て
訓
練
に
励
ん
で

い
ま
す
。

海
洋
少
年
団
で
は
次
の
と
お
り

新
し
い
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

。
入
団
資
格

小
学
校
四
年

t

五
年
生

(男

・

女
)

。
会
費
一
カ
月

五
百
円
程
度

。
締
切
三
月
十

四
日
(
金
)

。
申
込
ま
た
は
お

問
合
せ
は
市
社

会
教
育
課
へ

。
検
査
場

長
崎
軽
自
動
車
検
査
協
会

長
崎
市
平
間
町
四

O
三
l
三

O
検
査
に
必
要
な
書
類

-
新
規
検
査
申
請
書

(協
会
に

あ
り
ま
す
〉

-
印
か
ん
持
参
の
こ
と

.
軽
自
動
車
届
出
済
証

・
自
賠
責
保
険
証
明
書

詳
し
く
は
検
査
場
か
大
村
地
区

自
家
用
車
協
会
へ
お
た
ず
ね
下
さ

、。
B
V
 

、届 出年月 日 塗歪塑堕
17年4月30日以前 50年2月

17年5月1日-47年7月31日50年3月

47年8月1日-47年10月31日50年4月

47年11月1日-48年1月31日50年5月

48年2月1日-48年4月30日50年6月

18年5月1日-48年6月30日50年7月

48年7月1日-48年8月31日
55 00年年89 月月

48年9月1日-48年9日30日
(注)1~定期目前でも受検ーできます
2.検査期限を過ぎると運行でき
ません(6カ月以下の懲役また
は1万円以下の罰金〉



(4) 

四

十

一

点

の

応

募

が

あ

り

ま

し

た

原

)

替

選

山

口

圭

介

〈

竹
松
)

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
と

O
小
学
校
三

年

入

選

金
子
浩

・
山
口
り
か
・

葉

お
り
入
賞
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

特
選

青

木

正

博

(竹
松
)

山
節
子
・
原
和
彦

・
池
尾
徳

〈

O
小
学
校

一

年

入

選

堀
切
理
恵

(
大
村
)
竹
内
中
央
)
岡
本
美
由
紀

・
牛
嶋
理

特
選

は
ま
さ
き
こ
う
二
(
三
城
)
公
邦
・
沖
田
け
い
子
・
上
野
裕

恵

・
竹
下
明
美

・
雪
山
美
代
子

入
選

岩
固
ま
さ
子

・
つ
ぎ
き

み

子

(

三

城
)
田
中
慈
子
(中
央
)

(

竹

松

)

か
・

中
た
な
ふ
み
と
(
大
村
)

田
中
史
乃

(竹
松
)
福

嶋

誠

子

。

小
学
校
六
年

坂
本
よ
し
子
・
は
ま
さ
き
あ
っ
・
井
手
公
正
・
清
水
涼
子

(松

特

選

堀
池
美
子

(竹
松
)

し
(
三
城
)
池
田
美
香
・

森
さ

原
)

入

選

宮

崎
由
美
子

・
古
川
良
美

ち
え
・
上
田
ま
き
子

(中
央

)

O
小
学
校
四

年

・

相

田
安
浩

(
大
村
〉
丸
田
裕

佐
々
木
ひ
ろ
文
(
松
原
)

特

選

牛

嶋
理
佳

(
竹
松
〉

子

・

山

口

由

佳

里

〈

三

域
〉
葉

。
小
学
校
二

年

入

選

黒

田

用

二

郎

・
岩
田
浩
子

山
美
佐
子
(
中
央
)
加
島
裕
之

特
選

紀
伊

康

信

(

大

村

)

・

山
本
光
弘

〈
大
村
)
東
僚
あ

・
道
添
万
寿
美

・
村
井
悦

子

(

市
内
の
小

・
中
学
校
の

児

童

・

入

選

池
田
え
み
子
・
松
川
正
彦

か
ね
(
三
城
)
池
田
由
紀
子

(

竹
松
)

生
徒
を
対
象
に
、
大
村
市
明
る

い

(

大

村

)

田
中
浩
志

・
富
永

修

西

大
村
)
吉
田
薫

・
野
崎
加
代

O
中
学
校

一
年

選
挙
習
字
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
募

司
・

藤
吉
健
児
・
本
固
ま
さ
お

子

・
下
回
ゅ
う
子
(
竹
松
〉
田

特
選

三

根
邦
子

(郡
)

集
合
実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
小
学

(中
央
)
久
保

映

子

(

竹

松

)

中

幸

子

(松
原
)

入
選
今
里
謙
治

・
上
野
真
由
美

校
二
千
三
十
六
点
、
中
学
校
二
百

三
根
ま
ゆ
み
・
山
岡
智
美

ハ松

O
小
学
校

五

年

・

岩
田
由
紀
子

・
原
田
幸
子

(

へ

E

E
欝

三

善
意
の
奉
仕
で

喜

び

宇

佐

川

E
E目
、
断
面
副
頭

J
/一b
:~J
幽
ーー:
;

闘
欄
織
閥

均

れ
と

ん泌

前

舟

津

老

人

会

寿

会

温
圃
潤
動
翻
閥
鱗
綴
論
機
ト
品川一
wV
叩

朝
ま
だ紫、
い
冬
の
目
ざ
し
を
う
ト
メ
さ
ん
も
元
気
に
清
掃
を
し
て

清
掃
や
公
民
館
の
植
樹
、
因

つ

翻

襲

警

鐘

議

け
て
、
一
一
月
十
五
日
午
前
九
時
大
お
ら
れ
ま
し
た
。

た
人
に
は
廃
品
回
収
を
し
て
贈
一

問
関
機
騒
機
縁
幽
園間
J

燃
と
一

村
小
学
校

(山
口
卯
一

校
長

生

乙

の

日

は

午

前

九

時
か
ら
十
二
り
物
を
九
年
間
も
続
け
、
昭
和
山

内
機

議

開

範

々

岡

徒
千
三
十
四
人
〉
周
辺
を
十
八
人

時
三

奉
仕
作
業
を
し
て
帰
ら
れ

四
十

一
年
以
来
月
一
回
の
広
報

い

露
軍
鋪
狩
P

一三

仰

の
お
年
寄
り
が
一

生
懸
命
に
雑
草

ま
し
た
。

紙

で
近
況
を
知
ら
せ
あ
っ
て
い

山

錨
猶
掴
舗
品
川MMYJ
iJU
ιヤ
い

を
取

っ
た
り
清
掃
を
し
て
い
ま
し
ほ
と
ん
ど
の
人
が
大
村
小
学
校

ま

す

。

川

総
繍
錦
繍
醐
難
臨
時
制
対
必
終
段
鶏

し山中
醐

ぺ一
肌

一蹴

「

態
職
難
畿
蹴
鹿
隠
麗
A
rトむし

ー了
-AU

た

。

出

身
で、

少
し
で
も
母
校
を

き

れ

こ

の

よ

う

な

善
意
の
奉
仕
と

麟

約

閥

犠

潮

駁

一総
鎮

静
臨

こ
の
善
意
の
人
た
ち
は
前
舟
津
一
い
に
し
よ
う
と
毎
年
実
施
、
夏
に

お

年

寄
り
を
感
じ
さ
せ
な
い
活

〈

~
舗
噂
選
議
選
考
一
?
?
JV

調

欝

老
人
会
寿
会
(
与
崎

甫

会

長

は
ぞ
う
き
ん
を
贈

っ
て
学
校
も
大

動

で
世
の
た
め
人
の
た
め
に
と
川

清
掃
奉
仕
に
汗
を
流
す
老
人
会
員
五
十
五
人
)
の
お
年
寄
り

た

変

喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

余
生
を
が
ん
ば

っ
て
お
ら
れ
ま
日

会

の

皆

さ

ん

~

ち
で
、
中
に
は
八
十
四
歳
の
田
中

寿
会
で
は
、
こ
の
ほ
か
寺
島
の

す

。

へ

ノレ

り

明るく正しい選挙

入 表

む

ク

発

/ 

者

おお

コ

賞

習字

市政だより昭和50年3月1日
刷出川川111111111111111111111削1IU1IU1UUlIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII川111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

図

み

ん

な

で

守

ろ

う

不

燃

物

は

日

き

め

ら

れ

た

場

所

に

き

め

ら

れ

た

玖
島
)
入
国
昭
子
・
浦
瀬
陽
子

・
山
崎
昭
子
〈
西
大
村
)
辻
本

美
智
子

(萱
瀬
)
池
田
文

子

(

郡
)

。
中
学
校
二
年

特
選

沖
野
順
子
〈
西
大
村
)

入
選

山
口
弘
美

(玖
島
〉
細
川

幸
枝

・
松
下
文
恵

・
西
由
美
子

.
草
村
敦
子
・
池
尾
幸
・
古
賀

浩
子

・
緒
方
大
洋
(
西
大
村
)

榎
田
真
由
美
〈
郡
)

。
中
学
校
三
年

特
選

里

美

千
代
(
玖
島
)

入
選

久

保
輝
子

・
田
中
顕
昭

(

玖
島
)
川
尾
玲
子

(
西
大
村
)

宮
崎
文
幸

・
田
川
美
千
代
・

大

塚
富
実
子
・
上
谷
秀
美

・
田
川

正
代
・

中
川
内
静
子
(
萱
瀬
)

課 を
に詳 「納税証明書代人請求「 請 本おし".，..，...-，.-==-I "'~Nn-.~ 求 人

尋く きで

ぞ量」委任状をJ22
さ 税 場人
い 課 あの 人管 さて貼 円 委合 が
。まり 親 、理 たい 請 付の任は納
たま 族同 人だ 。求 ) 収 状、税
はせは 一 、し し を 入 (本 証
収ん必 世相 納 て 添印五人明
納。要帯 続 税 下 え紙 十 の書

画
欝
鷹
盛
一

一
不
在
者
投
票
の
手
続
き

ω
一

一
①
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
一

一

投

票
す
る
場
合

一

一

選
挙
の
期
日
の
前
日
ま
で
一

一

に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
来
て
一

一
い
た
だ
き
選
挙
の
当
日
自
ら
一

一
投
票
所
に
行
き
投
票
す
る
こ
一

一
と
が
で
き
な
い
事
由
を
申
出
一

一
て
、

投
票
用
紙
を
受
領
し
、
一

一
選
挙
管
理
委
員
会
に
設
け
ら
一

一
れ
た
投
票
記
載
所
で
候
補
者
一

一
の
記
載
を
行
い
投
票
し
て
い
一

一
た
だ
き

ま

す

。

一

一
②
旅
先
な
ど
の
他
の
市
町
村

一

一

選

挙

管
理
委
員
会
で
投
票

一

一

す
る
場
合

一

一

①

と

同

様
に
選
挙
の
期
日
一

一
の
前
日
ま
で
に
市
選
挙
管
理
一

一
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
一

一
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一

一

ζ

の
申
請
に
基
づ
い
て
市

一

一

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
す
み

一

一
や
か
に
投
票
用
紙
、
そ
の
他

一

一
の
書
類
を
作
成
し
て
本
人
あ
一

一
て
郵
送
し
ま
す
の
で
、

そ
の
一

一
書
類
を
も
っ
て
旅
先
の
選
挙

一

一
管
理
委
員
会
に
行
き
、
そ
れ
一

一
を
提
示
し
て
①
の
投
票
の
要
一

一
領
で
投
票
し
ま
す
。

一



図

耳

と

言

葉

の

相

談

日

一

お

し

ら

せ

良

品

一

州

…

ム
川一品W
M

一

日|診療科目 |医 院 名 !所在地!電話

科 楠 木眼科 東本町2-2711 

科 岡 内科 東三城2-3000 

科渡辺医院 ーノ郷5-8546 

小 児 科 2-4000 

9 産婦人科 後 藤 医院松並
25--68073159 i 

整形外・内科 橋口医院原口

皮膚・性病科 2-4330 

16外科 中島外科向陽町2-3875 

小 児 科 田川小児科皆 同5-8545 

師外科一|東本町3醐
産 婦人科長野病院東三城2-2107

眼 科 岩崎眼 科西本町2-3435
内 科 南野内 科西三城3-3731

外 科山道医院並 松3-2305

昭和50年3月1日
1111111111間川附側聞川川川川川川川川川問削川川川川刷州側川川川川山川附川川m

注
射
と
検
診

圃
種
痘
の
予
防
接
種

該
当
者
生
後
六
カ
月
か
ら
二
十

四
カ
月
の
人
。

接
種
方
法

右
上
腕
伸
側
ま
た
は

右
肩
部
に
多
圧
法
で
接
種
す
る

禁
忌
者

著
し
い
栄
養
障
害
者、

ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
患
者
、
重

症
熱
患
者
、
け
い
れ
ん
の
既
往

症
の
あ
る
人
及
び
経
口
生
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
投
与
後
一
カ
月
を

経
過
し
て
い
な
い
人
、
麻
し
ん

りむおお

3月の日曜当番医

市政だより(5) 

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
一
カ
月
を
経

過
し
て
い
な
い
人
、
B
C
G接

種
後

一
カ
月
を
経
過
し
て
い
な

い
人
。

日
程
は
下
記
の
と
お
り
。

-
三
歳
児
健
康
診
査

乙
の
健
診
は
、
お
子
さ
ん
の
心

身
の
発
達
を
正
し
く
知
る
上
で
大

切
で
す
。

お
繰
り
合
せ
お
で
か
け
下
さ
い

対
象

昭
和
田
十
六
年
九
月
生
ま

れ
の
人
及
び
同
年
三
月
か
ら
八

月
生
ま
れ
の
人
で
、
ま
だ
健
診 三

貝

十

五

(
土
)
午
後

日

表

三互-主上竺_81竺竺工

市

3月17日
(月)

手呈日

3月10日
(月〕

種接

所

痘種

役

を
受
け
て
い
な
い
人

日

時

三

月

二
十
五
日

(
火
)

午
前
九
時
三
十
分
J
十
一
時

午
後

一
時

t
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
第

一
会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。

午前9時~午後6時

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

※診療時間

と
の
相
談
は
ニ
ヵ
月
に
一
回
各

地
区
で
行
っ
て
い
ま
す
。

育
児
に

つ
い
て
相
談
し
た
い
人

ま
だ
一
度
も
乳
幼
児
相
談
を
受
け

て
い
な
い
人
は
、
是
非
お
で
か
け

下
さ
い
。

臼
程
は
下
記
の
と
お
り
。

3月18日
(火〉

3月11日
(火〉

時

四3月20日
〈木〉

中地区センター

-
妊
婦
教
室

健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育

て
る
た
め
に
次
の
と
お
り
妊
婦
教

室
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

妊婦と乳幼児相談日程表

時松原 出 張所

福

祉

セ

/ 

タ

※時間はいずれも午後2時から3時まで

お
で
か
け
下
さ
い
。

第

一
回
三
月
十
一
日
(
火
)

母
子
保
健
法
、
妊
娠
中
の
生
活

第
二
回

三
月
十
八
日
(
火
)

産
後
の
生
活

・
栄
養
に
つ
い
て

(貧
血
食
の
実
習
な
ど
)

時
間

午
後

一
時
か
ら

場
所

大
村
保
健
所

募

集

圃
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

を

募

集

応
募
資
格

二
十
議
以
上
の
婦
人

期
間

昭
和
五
十
年
四
月

t
昭
和

五
十
一
年
三
月
末

謝
礼

年
額
八
千
円

※今月の竹松地区乳幼児相談は中止

申

込

申

込

用
紙
が
備
え
て
あ
り

ま
す
の
で
二
十
円
切
手
を
は
っ

た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

を
間
封
の
う
え
次
の
と
乙
ろ
へ

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
l

一一

i
一

福
岡
合
同
庁
舎
公
正
取
引
委

員
会
事
務
局
福
岡
地
方
事
務
所

締
切
三
月
十
日
(
当
日
消
印
有

効
)

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

航
空
券
を
お
求
め
に

な
り
た
い
人
へ

電
話
予
約
の
場
合
は
、
全
へ

日
空
予
約
セ
ン
タ
ー
(
電
話

山

長
崎

@
i
五
一
一
一

)

へ、

ま
た
は
、
日
生
ツ
ー
リ
ス
ト
へ

(
電
話
大
村
③
!
三
五
八
五
)
山

へ
電
話
で
予
約
し
ま
す
と
、

・
塔
乗
便
名
、
予
約
番
号
を
教
門

え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
後
日

f

(
な
る
べ
く
早
自
に
)
大
村
V

駅
前
の
日
生
ビ
ル
内

臼
生
山

ツ
ー
リ
ス
ト
ま
た
は
空
港
窓
山

口
へ
予
約
番
号
を
申
し
出
て

V

お
求
め
下
さ
い
。

直
接
購
入
さ
れ
る
場
合
は
小

空
港
窓
口
、
ま
た
は
日
生
ツ

v

l
リ
ス
ト
へ

お
い
で
下
さ
い

へ

な
お
、
航
空
券
の
予
約
発
川

売
は
塔
乗
日
の
一
カ
月
前
か

M

ら
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

〈

p
b

鍋

将

…



(6) 

講

習

会

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
六
時
か

ら
八
時
ま
で
で
す
。

な
お
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は

受
付
順
と
な
り
ま
す
。

り

-
勤
労
青
少
年
ホ

I
ム

の

講

座

申
込
先

西
三
城
町
九
番
地

大
村
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

電
話
③
l
一三
五
三

むおお

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
で
は
、
本

年
度
前
期
の
講
座
を
開
講
し
ま
す

市
内
居
住
者
ま
た
は
市
内
の
事

業
所
に
勤
務
す
る
十
五
歳
以
上
二

十
五
歳
未
満
の
青
年
男
女
を
対
象

と
し
て
次
の
と
お
り
講
座
を
行
い

ま
す。将
来
の
た
め
受
講
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

国
測
量
士
・
測
量
士
補

試

験

試

験

市政だより昭和50年3月1日
1111111111川川111111川1111川1110111聞01川川11川H川川1111川111川1111川川111川川111川111111川11川川111附川H川11川1111111111111111川H川m馴111111川山111川H川川H川H川111111川H川川111川川111111附111111川11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

願
書
受
付
期
限

三
月
二
十
日

講
座
種
目

茶
の
湯
、
着
物
着
付
、
生
花

料
理
、
卓
球

試
験
日

五
月
二
十
五
日

問
合
せ
先

諌
早
土
木
事
務
所

諌
早
市
永
昌
東
町
二

一
一

受
講
期
間
.
四
月

1
八
月

電

話

②

1
0
0
一
O

i

一

鉛
に
よ

使
用
中
の
自
動
車
に
は
、

ガ

…

川
ハμ

を

る

環
境
汚
ソ
リ
ン
使
用
上
の
選
担
、
注
意

叩

…

鉛

力

染
防
止
の
に
関
す
る

「
コ
l
シ
ョ

γ
ラ
ベ

…

E
m

協

一
環
と
し

ル

」

ス

テ

ッ
カ
ー
を
必
ず
は
っ
川

パ
d

d

』

て

「
ガ

ソ

て

下
さ
い
。

，
 

;

の

リ
ン
無
鉛

な
お
、
農
林
、
建
設
機
械
に
山

リ

ん

化
」
を
二

つ

い

て
も
無
鉛
化
ガ
ソ
リ
ン
の

w

川

ソ

さ

月

一日
か

使
用
に
と
協
力
下
さ

い

。

…

…

ガ

皆

ら

実
施
し

詳
し
く
は
最
寄
り
の
自
動
車

…

一

一

て
い
ま
す

販
売
庖
へ
お
尋
ね
下
さ
い
o

w

受
付
期
限

三
月
二
十
日

水

道

料

の

…

取
り
ま
と
め
納
入
を

水
道
料
金
を
取
り
ま
と
め
納
く
説
明
に
伺
い
ま
す
。

付
さ
れ
ま
す
と一

件
に

つ
き
十

現
在
、
各
町
務
連
絡
員
さ
ん

七
円
の
報
償
金
を
交
付
し
ま

す

に

ご
相
談
に
回
っ
て
お
り
ま
す

対
象
は
、
町
内
会
、
老
人
会

の

で

、
町
内
会
で
取
り
ま
と
め

婦
人
会
、

子
供
会
な
ど
で
、
お

結

成
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

願
い
で
き
る
と
な
れ
ば
、
詳
し

ま
す。

v

ス
ポ
ー
ツ

圃

市

民

オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
ゲ

大

会

三
月
二
十
三
日

(
日
)

午
前
九
時

集
合
場
所

忠
霊
塔
広
場

携
行
品

歩
け
る
服
装
、
赤
ボ
l

ル
ペ
ン
、
昼
食

・
コ
ン
パ
ス
、
地
図
は
貸
し
ま
す
、

申
込

家
族
(
三
l
五
人
)
、
グ

ル
ー
プ
、
個
人
の
い
ず
れ
か
の

単
位
で
、
は
が
き
に
責
任
者
の

住
所
、
氏
名
と
全
員
の
年
齢
、

性
別
を
記
入
し
三
月
十
五

B
ま

で
に
市
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

主
催

市
教
育
委
員
会

日
時

大
村
山
岳
会

※
詳
し
く
は
市
体
育
課
へ

催
し
も
の

圃
行
政
相
談
日

市
内
行
政
相
談
委
員
会
で
は
、

定
例
相
談
日
を
毎
月
第
二
木
曜
日

に
開
設
し
て
い
ま
す
。

国
、
公
社
、
県
、
市
の
仕
事
に

つ
い
て
納
得
で
き
な
い
、
手
続
き

な
ど
わ
か
ら
な
い
、
こ
う
し
て
ほ

し
い
な
ど
役
所
に
対
す
る
苦
情
、

意
見
、
要
望
が
あ
る
人
は
気
軽
に

お
い
で
下
さ
い。

三
月
の
相
談
日
は

三
月
十
三
日

午
前
九
時
l
十
二
時

場
所

市
役
所
市
民
相
談
室

の

他

そ

-
国
民
健
康
保
険
税

納
付
は
お
早
目
に

国
民
健
康
保
険
税
第
六
期
の
納

期
は
三
月
十
五
日
か
ら
で
す
。

早
自
に
納
付
し
て
下
さ
い
。

圃
休
館
の
お
知
ら
せ

市
立
図
書
館

図
書
館
で
は
、

ば
く
書

(蔵
書

の
か
げ
ぼ
し、
点
検
、整
備
な
ど
)

実
施
の
た
め
次
の
と
お
り
休
館
し

ま
す。なお
貸
出
中
の
図
書
は
、
ご
返

納
下
さ
い
。

実
施
期
間

三
月
十
五
日

(土
)
1
三
月
二

十
四
日
(
月
)

お

び

わ

二
月
十
五
日
号
市
政
だ
よ
り
の

お
知
ら
せ
の
中
で
、
昭
和
四
十
九

年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

は
、
昭
和
五
十
年
度
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
誤
り
で
し
た
の
で
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

小
型
船
舶
操
縦
士
の
ん

認
定
制
度
該
当
者
ヘ
山

十
一

月
二
十
六
日
以
降
は

九

五
ト
ン
未
満
の
動
力
船
に
免

町

許
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

昭
和
四
十
九
年
五
月
二
十
五
V

日
現
在
、
業
と
し
て
前
記
の
V

船
長
の
職
に
あ

っ
た
人
は
、

H.
特
例
に
よ
り
海
運
局
長
の
認

い

定
に
よ
っ
て
免
許
を
う
け
ら
V

れ
ま
す
の
で、

至
急
に
手
続

山

き
が
必
要
で
す
。

次
の
と
お
り
説
明
と
協
議
J

M

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
該
当

山

者
は
と
出
席
下
さ
い
。

(遊
漁
者
は
除
か
れ
ま
す
〉

日

時

三

月
十
日
午
後

一
時
山

V

場
所

市
役
所
第

一
会
議
室

九

遊
漁
者
用
小
型
船
舶

い

免
許
の
取
得
を

遊
漁
者
用
小
型
船
舶
の
免
山

許
取
得
に

つ
い

て
は
、

次
の

山

V

方
法
が
あ
り
ま
す
。

一、

独
学
で
国
家
試
験
を
う
山

け
て
合
格
す
る

二
、
指
定
の
施
設
で
受
講
後

~

国
家
試
験
を
P

つ
け
て
合
格

~

す
る
。

詳
し
く
は
市
農
林
水
産
課

り

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。
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